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人口調べ
( 昭和50年10月1日現在)
世 帯　　　　　　　198, 833

男　　　　　　　　310, 476
女　　　　　　　　302, 508
計　　　　　　　　612, 984

( 前月より468人増)

明
る
い
選
挙
を
め
ざ
し
て

公
職
選
挙
法
を
改
正

今
年
の
七
月
、
公
職
選
挙
惓
‥
人
幅
な
改
正
が
行
な
わ
れ
、
卜
月
十
四
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
新
聞
そ
の
他
で
い
ろ
い
ろ
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

川
は
、
こ
の
・
改
正
の
中
で
み
な
さ
ん
に
身
近
か
な
丘
て
札
・
召
板
`
一
と
「
寄
付
の
禁
止
」

な
ど
に
っ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

ケ
回
力
公
畷
逸
挙
法
い
改
卍
は
、
衆

議
院
駁
貝
の
定
数
是
卍
そ
は
じ
め
、
い

く
つ
か
力
改
卍
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
還
。挈
の
腐
敗
の
防
止
と
公
正

て
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
弋
現
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
す
。

衆
議
院
誰
員
の
定
数
是
正
の
結
果
、

従
来
よ
り
二
十
人
増
え
五
百
・大

人
に

な
り

、
議
員
一
人
。あ
だ
り
の
人
口
格
差

が
約
四
・
(
倍
か
ら
約
こ
・
瓱
倍
に
縮

少
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
風
会
議
員
的
選
挙
て
は
、
選

挙
費
用
旁
国
で
負
担
す
る
項
目
が
拡
充

さ
れ
る
な
‘
'選
挙
の
公
営
化
が
広
か
っ

て
ぃ
ま
て少

な
く
な
る

立
て
札
・
看
板

こ
れ
ま
で

、
と
も
す
れ
ば
ほ
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
立
て
札
や
看
皈

ご
掲
示

さ
れ
が
ち
ニノ
し
た
が
、
今
後
は
次
の
よ

う
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
数
も
少
々
く
な

る
で
し
ょ
う

▽
場
所
は
・・・
候
補
者
・
後
援
会
の
哄
務

所
に
限
ら
れ
、
一
事
務
所
に
二
枚
ま

で
で
す
。

▽
総
数
は
・
・
・
候
補
者
・
後
援
会
ご
と

に
、
衆
議
院
議
員
は
I
〇
、
参
議
院

全
国
区
は
I
〇
〇
、
参
議
院
東
京
地

万
区
と
都
知
事
は
E
O

、
都
議
会
議

貝
・
区
長
・
区
讚
会
譲
員
は
八
ま
で

で
す
。

▽
大
き
さ
は
=
・
た
て
一
五
〇
り
メ
ー
ト
ル
以

内
、よ
こ
四
〇
り
メ
ー
ト
ル
以
内
で
す
。

▽
そ
の
他
…
選
挙
管
理
委
貝
会
で
発
行

す
る
表
示
板
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
ベ
ニ
ヤ
板
や
プ
ラ
ス

チ
J
ク
ー
板
な
ど
で
裏
打
ら
さ
れ
た
ポ

ス
タ
ー
が
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、ら
よ

う
ち
ん
、横
断
幕
、吹
き
流
し
々
と

も
全
部
禁
1
1
-
。さ
れ
ま
す
。

全
面
禁
止
の

寄
付
行
為

今
回
の
改
正
法
で
一
番
眼
し
く
な
っ

こ
の
が
寄
付
内
禁
止
で
弌

い
ま
ま
で
は
、選
挙
め
あ
て
の
寄
付

だ
け
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今

後
は
、日
常
-
に
な
わ
れ
る
選
挙
区
内
の

秡
へ
の
寄
付
は
一
切
禁
止
に
な
り
ま
し

た
禁
止
と
な
る
も
の
の
例

○
選
挙
区
内
の
人
に
結
婚
の
お
祝
い
金

や
お
祝
い
品
か
。贈
る
こ
と

。

○
町
内
会
の
祭
り
に
酒
や
金
品
を
寄
進

す
る
こ

」≒

こ
正
月
に
自
宅
へ
来
た
選
挙
ぼ一
内
内・
人

に
ご
馳
走
す
る
こ
と

、

ご
選
挙
区
内
の
人
に
お
中
元
や
お
歳
暮

を
贈
る
こ
と
。

〇
遇
挙
区
内
の
団
体
旅
行
な
万

遍

入

れ
を
す
る
こ
と
。

な
ど
、
全
畆
禁
止
に
な
り
ま
し
气

例
外
的
に
禁
止
に
な
ら
な
い
も
の
と

し
て

、
○
親
類
の
葬
式
に
参
列
し
、
香

典
を
お
い
て
く
る
(
親
族
閧
の
吋
a
い
)

な
ど
極
め・て
隕
ら
れ
て
ぃ
ま
て

ま
气

寄
付
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

ど
ん
な
方
で
も
候
補
者
な
ど
に
寄
付
を

要
求
し
た
り
、
勧
誘
し
た
り
す
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の

改
正
点

選
挙
期
間
中
の
ビ
ラ
が
大
幅
に
制
限

さ
れ
、
号
外
の
発
行
な
ど
も
制
限
さ
れ

る
ほ
か
、
政
党
機
関
紙
の
無
料
配
布
の

禁
止
、
佃
人
ビ
ラ
の
配
布
の
制
限
が
あ

り
ま
す
『
。

こ
の
ほ
か
、O
連
座
制
の
強
化
の
た

め
の
手
続
き

こ
候
補
者
の
乱
立
防
止

の
た
め
の
辟
託
金
の
引
上
げ

○
解
敵

電
報
等
の
9
虍

う
)運
動
員
の
実
費
弁

償
等
の
弑
準
な
ど
の
改
正
が
あ
り
ま
し

气
以
上
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
今
回

は
、
い
ろ
い
ろ
な
改
正
が
行
な
わ
れ
、

法
律
が
巌
し
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

何
よ
り
も
大
切
な
力
は
、
有
権
昔
の
み

な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
で
し

ょ
う
。
お
金
や
義
理
に
惑
わ
さ
れ
ず
き

れ
い
な
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て

、
く

わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
選

挙
管
理
委
艮
会
嘔
務
局
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

禁止される
寄付行為

文化の日に226 名表彰
自治功労・統計功労の方など

去
る
十

。月
。一百

「
文
化
の
日
」
に

昭
和
五
卜
年
度
足
立
ほ
表
彫
式
か
行
々

わ
れ
ま
し
爬

足
立
区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ
れ
た

方
や
社
会
福
祉
・
教
育
・
産
業
な
ど
に

功
労
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
次
の
二
百
二

十
六
名
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。(
敬
称
略
)

〔自
治
功
労
〕　
<
行
政
委
員
水
售

鈴
木
　
進
　
<
消
防
団
貝
永
年
>
和
知

勝
郎
高
直
勇
今
井
正
須
田

今
朝
次
　
平
野
は
行
柳
澤
義
一
郎

矢
潭
寓
治
　
田
中
三
郎
　
原
島
欣
嗣

須
藤
正
二
　
大
木
留
癬
　
石
神
昭
吉

川
合
幸
雄
増
田
久
次
郎
岩
田
末
古

高
潭
勇
吉
　
小
山
芳
央
原
田
鎌
吉

鴇
田
饐
之
助
伊
野
廣
一
　
石
鍋
武
夫

栗
原
郁
三
郎
石
鍋
義
雄
小
宮
昭
-
-
-

小
川

膺

嚶
井
誠
三

森
谷
善
次

落
合

博

野
口
喜
男

峯
岸
膺
光

谷
古
宇
福
三
　
内
田
作
二

中
村
賊
黔

山
崎
正
義
坂
田
昭
矢
作
秀
伉

石
鍋
慶
治
田
中
期
二
　
堺
孝
横

田
冶
再
泉
勝
太
郎
大
室
勝
一

豊
田
榮
徳
須
賀
陽
介
坂
田
和
夫

小
泉
勝
胄
福
听
和
弘
柘
弃
米
t
‥

横
山
已
代
冶
河
内
義
夫
加
藤
考

古
庄
守
浅
川
金
司
中
村
信
夫

生
田
銀
治
郎
藤
田
孝
-
1
　
へ
町
会
・

自
冶
会
長
永
年
》
鈴
木
年
夫
　
川
島

博
河
原
茂
佐
藤
義
冶
　
<
区
職

員
永
年
三
十
年
以
上
》
舌
澤
膺
之
助

川
喃
璋
亮
湾
水
幸
稲
葉
喜
代
子

橘
た
み
　
植
竹
柳
太
郎
谷
口
和
子

考
木
文
子
　
<
区
職
員
永
年
二
十
年
以

上
》
高
野

忍

吉
円
正
藏
　
田
中
由

蔵

悦
頡
愛
子

稲
葉
彦
之
助

片
岡

チ
ヤ
ウ

前
田
兵
衛

大
塚
や
す
　
長

岡

正

加
藤
友
三

森
野
正
江

金

子
ア
ヤ
子

〔
統
計
功
労
〕　
栗
原
嘉
平

石
関

政
之
助

石
川

智

戔
田
井
富
夫

新
藤
幸
助

高
橋
嶌
平
次

海
老
原
省

三
　
牛
込
三
郎
　
山
口
善
治

柳
堀
友

男

福
岡
孝
二
　
小
官

昌

芳
川
き

く
ゑ

高
木
良
男

小
出
t

よ

永
島

次
郎
　

松
島
勝
右
二
門
　
小
林
敏
雄

坂
本
金
吉
　
大
原
正
錐
　
金
井
弘
古

小
品
藤
之
助

塙
　
n

之
助

〔
納
税
功
労
〕　
小
宮
金
之
助

〔区
立
学
校
教
育
功
労
〕　
　
《
教
育

車
業
》
佐
藤
武
夫
　
河
合
平
内
　
<
学

校
保
健
循
生
》
日
高
國
雄
荻
原
寛
冶

西
原
皿
t
西
川
鐃
　
《
教
職
員
永

年
三
十
年
以
上
》
田
中
棟
一
郎
杉
m

迷
司
笠
井
一
枝
岩
田
千
枝
子
小

林
恭
子
大
駒
美
代
関
口
典
後

藤
テ
イ
子
福
田
艶
子
　
<
教
職
員
水

年
ニ
ト
年
以
上
>
福
田
欣
子
　
西
原
囗

彪
寛

永
長
晟
行

籾
山
五
夫

日
比

野
政
好

度
辺
克
巳

池
田
貫
子

松

沢
富
左
子

薊

綾
子

戸
取
大
吉
郎

松
井
さ
ち
子

上
原
澄
雄

渡
邊
照
子

永
井
と
う
　
立
岡
正
は
　
狩
野
初
子

木
村

順
　
斎
藤
多
衣
子

崔
岡
武
一

羽
賀
光
子
　
嶋
村
ら
ゑ
子
　
松
井
民
正

石
田
博
子
　
梅
実
栄
一
　
石
井
英
子

奥
野
二
三
　
池
田
は
る
江
　
長
澤
茂
子

丸
山
恵
津
子

島
村
富
江

関
禮
子

佐
藤
俊
明

長
浜
繁
雄

岡
谷

誠

関
根
淳
平

艮
廡
和
彦

池
田
　
実

藤
岡
善
捷

大
森
延
太
　
巾
村
祐
三

杉
田
正
司

山
口
誠
7
　
森

住
田
　

二
田
納
雄

〔
私
学
教
育
功
労
〕　
(
教
職
員
永

生
・
飯
島
正
義

〔社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
〕　

誕
生
委
員
・
児
童
委
員
》
濱
田
老
J

彦
根
ま
さ
　
江
川
と
志
　
前
鳥
元
7

本
多
ま
す
　
千
ケ
畸
好
子
　
山
崎
ツ
ネ

山
梨
銃
次
郎
臼
拷
(
ナ
　
青
木
将
一
　

阿
川
ス
ミ
　
大
塚
て
る
　
黒
田
俊
二

幸
野
正
松
　
小
竹
春
7
-
山
崎
民
子

松
永
仁
三
郎
　
田
中
竹
次
郎

柴

龍

男
宮
寄
さ
と
皿
久
保
藤
吉
早
川

愛
子
松
・
ポ
喜
代
汀
堀
内
文
代

へ
社
会
福
祉
事
業
示
久
保
徳
蔵
　
田
ヶ

谷
た
つ
　
中
村
石
　
《
保
護
司
》
内

山
幸
隆
宮
本
昇
三
郎
　
太
田
良
平

人
庠
あ
く
り
　
杉
山
文
藏
大
山
佳
蚶
　

〔農
商
工
業
功
労
〕　
《
商
業
振
興
>

高
橋
三
五
郎
大
木
9
　
<
工
業
振

興
>
依
田
　
弘
　
<
農
業
団
体
水
年
>

倉
坪
英
雄
　

《
商
業

永
年
》
阿
畆
武

喜

天
野
和
子

福
嶌
賢
夫

本
多
安

夫
　
に小
沢
通
冶
　

《
工
業
永
年

》
辻
村

友
佑

門
馬
正
二
　
山
浦
嘖
雄

石
川

修
三
　
岡
本
和
孝

和
井
田
友
義

高

橋
和
夫

寺
嶋

両

鈴
木
光
夫

坂

田
　
進

〔
社
会
教
育
功
労

〕　

《
文
化

》
上

野
初
せ
　

《
体
芦

荒
川
市
郎
　
長
谷

部

堺

児
矢
野

操

小
野
寺

正

間
中
膺
告

小
畠
河
太
郎
　
木
村
徳
三

石
井
利
之

施設見学会へ

あなたもご参加を

区
内
の
施
設
見
学
を
と
お
し
て
、

区
政
へ
の
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、区
で

は
施
設
見
学
会
(
写
真
)

を
実
施
し
て
い
ま
す

ご
希
望
の
刀
は
ぜ
ひ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
-
・
ぼ
内
に
お

庄
ま
い
の
碕
二
十
歳
以

上
の
方

■

日

時
1
・
に
ド

月

二

目
(

火
)

・

一
百
(

水
)

の

百

間
(

各

日

と

も

、

午
前
九
時
こ
卜
分
ま
で
に
区
役
所

前
集
き
。
午
後
三
時
三
十
分
頃
解

敵
予
定
)

■
見
学
施
設
-
s
費
者
セ

ン
タ
ー
、
川
田
橋
排
水

場
、
中
央
図
書
館
、
文

化
会
館
・
体
育
館
、
柬

部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(

綾
瀬
駅
解
敵
)

■
定
員
九

日
二
十
名

計
四
卜
名
(
た
だ
し
、

応
募
者
が
多
数
の
場
爬

は
抽
選
に
し
ま
す
)

■
申
込
期
間
ふ
I
目
丘

口
(
水
‘
か
ら
I
"
-
H
(月
)
ま
で

■
参
加
費
-
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

■
申
込
方
法
-
広
報
課
ま
で
電
話
で

ど
う
ぞ

区
立
幼
稚
園
の

新
入
園
児
を
募
集

区
立
幼
稚
園
で
は
、
次
の
要
領
で
昭

和
五
十
一
年
度
の
新
人
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
　
区
内
に
庄
ひ
Ⅲ
昭
和
四
十

六
年
四
月
二
日
羔
……和
四
十
七
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
(
四

歳
児
)
　

叨
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
～
昭
和
四
十
一
(年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
(
五
歳
児
)

募
集
人
員
　
各
幼
稚
園
と
も
、
○
四
歳

児
…
三
十
名
　
○
五
歳
児
・・・
九
十
名

受
付
場
所
　
関
屋
幼
稚
園
孚
住
関
屋

町
一
六
-
一
　
　
八
(
(

上
二
五
(

九
)
　

元
宿
幼
稚
園
(
千
住
桜
木
一

丁
目
一
六
上

一
　
　
(
(
一
丁

九
四

六
五
)
　

江
北
幼
稚
園
(
江
慂

丁

目
二
六
I
瓦

　
(

九
六
-
二
六
三

一
)

受
付
日
時
　
上

月
士
冐
(
水
)
か

ら
十
一
月
卜
四
日
(
金
)
ま
で
の
午

後
一
時
か
ら
二
時
ま
气

選
考
日
時
　
第
一
次
選
考
(
抽
選
)
I
J

一
一
月
十
九
日
(
水
)
　

五
歳
児
・
:

午
前
十
時
　
四
歳
児
=
・
午
後
一
時

第
二
次
選
考
(
面
接
と
健
康
診
断
)
I
I

一
月
二
十
一
日
(
金
)

第
}
次
・
第
二
次
選
考
と
も
、各
幼

稚
園
で
行
な
い
ま
す
。

※
申
込
用
紙
・
募
集
要
綱
な
ど
は
、各

幼
稚
園
で
ヤ

ー月
六
日
(
木
)
か
ら
お

纜
し
し
ま
す
。
時
間
は

、
午
後
一
時
か

ら
三
時
ま
で
の
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
学
事

係
へ
ど
う
ぞ
。

11月 のセンター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五一
七
一
〇
一

■
お
や
こ
版
画
教
室
-
八
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
文
化
祭
十
三

日
(
木
)
?
十
五
日
(
土
)
午
前
九
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
一
十
五

日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
木
目
込
人
形
教
室一
十
七
日
(
月
)
午
後

一
時
…
材
料
費
二
千
五
百
円
以
上
　
■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
ー
ニ
ト

日
(
木
)
午
前
十
時
…
材
料
費
千
円

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
八
九
-
四
六
六
一

■
老
人
浪
曲
大
会
一
九
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■
老
人
健
康
相
談
一

十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
将
棋
大
会
-
枦
四
日

(金
)
午
前
十
時
…
定
員
四
十
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
1
五
〇
一
六

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
五
日
(
水
)
午
後
二
時
■
児
童
と
老
人
の

作
品
展
示
会
-
(
日
(
土
)
午
後
二
時
・
九
日
(
日
)
午
前
九
時

■
児
童
映
画
会
-
九
日
(
日
)
・
十
五
日
(
土
)
午
後
三
時
三
十
分

■
老
人
健
康
相
談
-
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
民
謡

教
室
-
十
(
日
(
火
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
【
八
】
〒
二
七
六
五

■
老
人
映
画
会
-
(

日
(
土
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
健
康
相

談
-
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
舞
踊
教
室
-
十
二

日
・
十
九
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
民
踊
教
室
―
十
三

日
・
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
　
一

老
人
演
芸
大
会
-
二
十

六
日
(

水
)
午
前
十
時
・・・
定
員
六
十
名
　
申
込
み
は
七
日
(

金
)
か
ら

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
秋
の
こ
ど
も
人
形
劇
一
九
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
卓
球
教
室
1

十
五
日
{
吉

午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
三
上
一
四
ニ
ー

■
新
田
祭
-
七
日
(
金
)
～
九
日
(
冂
)
・
・
・
作
品
展
示
　
七
日
・
・
・
お

茶
席
　
(

日
・
:芸
能
大
会
・
子
ど
も
映
画
大
会
　
九
日
・・・
音
楽
発
表

会
　
■
竹
田
人
形
座
公
演
-
十
五
日
(
土
)
午
後
三
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
(
二
上
二
八

■
老
人
演
芸
大
会
　
上
(
日
(
木
)
午
前
十
時
　
■
子
ど
も
映
圃
会
1

卜
五
日
(
土
)
午
後
二
時

□
本
木
東
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
四
九
圭
二
O
O
五

■
う
た
ゲ
ー
ム
ー
毎
週
木
曜
日
午
世
二
時
三
十
分
■
便
利
な
変
わ

り
ク
リ
ッ
プ
ー
(
日
(
土
)
・
九
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
紙
芝
居

―
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
四
十
分
　
■
映
画
会
卜
十
五
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
(
五
〇
一
二
六
一
七

■
セ
ン
タ
ー
祭
-
七
日
(
金
)
・
・
・
映
画
会
　
(
日
(
土
)
・
・
・
お
茶
会
、

人
形
劇
　
九
日
(
日
)
・
・
・
映
画
会
、芸
能
大
会
、囲
碁
ま
つ
り
、フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
■
お
や
こ
版
画
教
室
-
十
五
日
(
土
)
午
後
二
時
■

消
費
者
講
座
-

十
(
日
(
火
)
午
前
十
時
・・・
「
食
品
の
安
全
性
」

□
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　
営
(
四
〇
1
四
六
四
六

■
特
別
本
展
示
会
i
九
日
(
日
)
ま
で
行
な
っ
て
い
ま
す
=
・
浮
世
絵
、

巻
物
な
ど
　
■
映
画
会
-
九
日
(
日
)
午
後
二
時
・
二
社
長
さ
ん
」

※
ト

ー月
の
休
館
日
は
十
日
(
月
)
・
十
四
日
(

金
)
・
j

六
日
(

日
)
・
二
十
三
日
(
日
)
・
二
十
四
日
(
月
)
で
す
、

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
)

〔
材
料
費
の
明
配
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〕

■ 区役所( 教育 委員会を含む) 　882- 1111　第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東 部福祉事 務所605- 7105　 西 部福 祉事務所897- 5011
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う
る
お
い
を
生
活
の
中
に

文
化
祭
・
青
年
文
化
教
室
な
ど
開
催

足
立
区
文
化
祭

開
催
中
!

十
一
月
一
目
か
ら
K
内
各
所
で

、
文

化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
画
や
写

嶌
な
ど
の
展
覧
会
を
は
じ
め
民
踊
な
ど

の
芸
罷
人
会
し
行
な
っ
て
い
ま
す

。
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

<総
合
展
覧
会
>

□
華
道

ト
J
月
・丘
目
～
七
日

午
前

九
時
～
午
後
六
時
(
た
だ
し
、
五
日

は
午
汝
・
時
か
ら
、
L
目
は
午
後
三

持
ま
で
)

□
茶
道

十
一
月
六
日

午
前
九
時
～

午
後
六
時

□
日
本
画
・
彫
塑

十
一
月
八
日
～
十

冐

午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
十

一
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

□
手
芸
・
写
真

十
一
月
十
二
日
～
十

四
日

午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
十

四
日
は
キ
後
三
時
ま
で
)

※
以
上
の
会
場
は
、
い
ず
れ
も
産
業
振

興
館
ホ
ー
ル
で
す
。

<芸
能
大
会
>

□
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)
十
一

冂
士
六
日

午
前
十
一
時
～
午
後
五

時

会
場
-
産
業
振
興
館

□
社
交
舞
踏
(
社
舞
連
盟
)
十
一
月
十

五
日

午
後
六
時
～
九
時

会
場
-

産
業
振
興
館

□
民
踊
(
民
踊
連
盟
)
卜
-
月
九
日

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場
I
文

化
会
館

<展
覧
会
>

□
洋
画
(
美
術
協
会
)
十
一
月
二
十
六

卩
～
十
二
月
六
日

午
前
九
時
～
午

後
五
時

会
場
-
教
育
セ
ン
タ
ー

※
な
お
、
大
輪
飛
花
大
会
は
、
花
畑
大

鷲
神
社
境
内
、
南
宮
城
公
園
、
鹿
浜
四

丁
目
北
野
神
社
境
内
、
関
原
二
丁
目
常

唱
庵
境
内
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

青
年
文
化
教
室
へ

ご
参
加
を

科
目

和
服
の
着
付

孔
版

定
員

各
科
目
と
も
先一
四
十
名

期
間

十
一
月
十
三
日
(
木
)
～
十
二

月
二
十
三
日
(
火
)
の
毎
週
火
・
木

堋
日

延
十
二
日
同

場
所

区
青
年
館
(
東
武
大
師
前
駅
下

車
一
分
)

時
間

午
後
六
時
四
卜
五
分
～
八
時
四

十
五
分

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、十
-

六
歳
以
上
二
十
五
歳
ま
で
の
方

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
,
教
材
費
は

実
費
負
担
)

申
込
方
法

十
一
月
六
日
(
木
)

午
前

九
時
か
ら
受
付
け
ま
す
。
直
接
,
ま

た
は
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ

。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

区
青
年
館
(

八
九
〇
-
〇
〇
六
一
)

華 道 展

善
行
青
少
年
の

ご
推
せ
ん
を

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
に
、
よ
い
行
な

い
を
し
た
青
少
年
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ

の
よ
う
な
青
少
年
が
い
ま
し
た
ら
ど
し

ど
し
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
毎
年

、
よ
い
行
な
い
を
し

た
青
少
年
を
ほ
め
た
た
え
、
さ
ら
に
よ

り
よ
い
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う

励
ま
し
、
顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

推
せ
ん
対
象

①
行
為
基
準
・・
○
勇
気
や
親
切
を
示

し
周
囲
を
明
る
く
し
た

○
公
徳
心
を

高
め
た

○
自
立
心
に
富
ん
だ
行
な
い

○
誠
実
、
責
任
、
男
力
が
認
め
ら
れ
る

行
な
い

○
そ
の
他
こ
れ
ら
に
凖
ず
る

行
な
い

②
対
象
・・・区
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
十
八
歳
未
満
の
力

推
せ
ん
方
法

地
域
内
の
学
校
・
職
場
・
団
体
な
と

か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
候
補
者
を
、
青
少

年
対
策
地
区
委
員
会
が
ま
と
め
て
、
区

長
あ
て
に
提
出
す
る

推
せ
ん
期
限
一
十
一
月
十
五
日
(
土
)
(

願
彰
式
は
、
十
二
月
下
旬
の
予
定
)

問
い
合
わ
せ
先
i
教
育
委
員
会
青
少
年

係

都住(地元割当)の
入居者を募集します

―申込み受付けは11月15日まで―

足
立
区
に
割
り
当
て
ら
れ
た
都
営
住

宅
(
斯
築
)
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
用
紙
交
付
期
間

十
一
月
卜
日
(
月
)
か
ら
士
一
月
十

五
日
(
土
)
ま
で

。
た
だ
し
、
土
曜
日

は
正
午
ま
で

。

◇
用
紙
交
付
場
所

区
役
所
一
階
区
民
都
管
理
讖
・
区
役

所
第
二
庁
舎
・
各
出
懴
所

◇
受
付
期
限

十
一
月
ヤ
五
日
(
土
)
の
正
午
ま
で

に
ほ
役
所
一
階
区
民
部
管
理
課
に
持
参

か
、
ま
た
は
郵
送
の
場
令
は
、
十
一
月

卜
五
日
(
土
)
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、

吋
一
月
1
八
日
(
さ

ま
で
に
足
立
郵

便
局
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効

。

な
お
、申
込
資
格
等
く
わ
し
く
は
、

申
込
用
紙
と
い
っ
し
ょ
に
さ
し
あ
げ
る
「

申
込
み
の
し
お
り

」
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

今 回 募 集の 住 宅

秋の 夜を楽しく

広報映画をご家族で
秋
の
夜
畏
の
ひ

と
時
を
、
ご
家
族

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
映

画
会
を
M
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

区
の
広
報
課
で

は
、
誰
で
も
簡
哄

に
操
作
で
き
る
カ

セ
y
卜
式
8
ミ
リ

映
写
機
と
フ
ィ
ル

ム
を
無
科
で
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

広
報
映
画
「
私

た
ち
の
足
立
一
の

四
季
繝
,
施
設
編

を
は
じ
め
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
な

ど
の
8
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
が
あ

り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
広
報
映
画
の
第
三
弾

「
私
た
ち
の
足
立
～
区
役
所
編
(
汳

称
ご

を
製
作
中
で
す
⊇

泯

は
、

来
年
の
一
月
の
予
定
で
す
の
で
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
勢
(
三
丿
名
以
士
)
で

ご
覧
に
な
る
鳩
合
に
は
、
中
央
図
書

館
で
お
貸
し
し
て
い
る
1
6ミ
リ
映
写

機
を
ご
利
川
く
だ
さ
い

。
貸
出
科
は

い
ず
れ
も
無
料
で
す

。

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

<
8
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
>

貸
付
期
朗

は
三
日
間
で
す
。
使
用
三
日
加
ま

で
に
区
役
所
広
報
課
へ

。

<
1
6
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
>
団
体
登
録

か
必
要
で
す

。
貸
付
期
間
は
三
日

関

。
使
用
三
日
前
ま
で
に
中
央
図

一

爾
フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
　

八
四
こ
I
回
六
四
六
)
へ

。

写
真
は
、
ほ
役
所
一
。ゐ

広
報
映
画

撮
影
風
景

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

ス
ケ
ー
ト
初
心
者

講
習
会

日
時

十
二
月
一
日
(
月
)
～
二

口
(

水
)
午
後
六
時
三
七
分
～
几
時

延
三
日
閧

場
所

ヤ
コ
ウ
ス
ヶ
I
ト
ブ
ー
ハ
(

東
武
線
谷
塚
駅
下
車
五
分
)

参
加
資
格

区
内
応
住
・
在
動
(
高
校

生
以
上
)
の
初
心
古
の
方
で
、
ご一
日

閭
受
講
で
き
る
方

定
員

先
着
百
五
卜
名

講
師

日
本
ス
ヶ
-
卜
連
盟
指
導
員

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
,
ま
た

は
(
ガ
キ
で

、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
職
業
・
I
話
を
明
紀
の
う

え
次
の
と
こ
ろ
へ

。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

体
育
課
(
〒
匸

○
足
立
ぼ
千
住
仲

町
五
八
和
光
ビ
ル
内
)

区
民
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

日
時

弋

八

十
四
日
(
日
)

午
前
八

時
三
十
分
(
雨
天
の
場
合
は
卜
二
月

二
十
一
日
に
延
期
)

場
所

千
生
新
橋
グ
ラ
ン
ド
～
四
ツ
木

一

僑
巡
回
コ
ー
ス

種
目
・
距
離

呪
Υ
巾
学
・
年
の
部
・

二
年
の
部
・
三
年
の
琴
一
三

千
・壘
口

メ
ー
ト
4

女
子
中
学
一
年
内
部
・

气

三
年
心
部
・
高
校
、
一
般
の
都

犬

一
千
メ
ー
ト
ル

男
子
高
校
大
学

の
郎
・
一
般
の
部
・・・
五
千
メ
ー
ト
ル

壮
年
(
三
十
・
n～
四
十
歳
)
の
部
・
=

二
千
五
百
メ
ー
ト
ル

壮
年
(
四
十

一
～
五
大
歳
)
の
部
・
壮
年
(
五
十

歳
以
上
、
壮
年
女
子
を
含
ひ
)
の
部

・・
。二
千
メ
ー
ト
ル

参
加
資
格

区
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

申
込
締
切
・
申
込
先

士

一
月
一

日
(

月
)
ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

たばこは区内で買いましょう

昨 年度は

11億4 千 万円

た ばこ消 費 税

が 区には いり

ま した

本 年度 は1 本に 付80銭 が区 には いり ま す

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
6
0
)

差
別
語
に
つ
い
て
(
2
)

私
達
部
落
解
放
同
盟
・じ
は
、
差
別

語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
場
合
,
関
係

者
に
対
し
て
糾
抑
を
行
な
い
ま
す
が

そ
れ
を
「
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る

も
の
だ
」
と
い
・つ
べ
々
が
い
ま
す
。

し
か
し
,
芸
術
・
言
論
・
出
版
等

の
表
現
の
自
由
が
最
大
限
保
障
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
閾
の

情
操
や
思
想
ふ
I
'より
豊
か
に
し
た
り

社
会
や
政
冶
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と

い
う
目
的
か
ら
で
あ
り
、
決
し
て
差

別
を
容
認
す
る
立
場
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
冂
ま
で
常
に
支
配
権
力

が
自
己
の
体
制
ふ
維
持
す
る
上
で
都

合
の
悪
い
も
の
に
対
し
、
表
現
の
白

由
を
圧
般
・
侵
害
し
て
き
た
の
で
あ

っ
て
、
本
来
「
表
現
の
自
由
」
と
い

う
の
は
そ
う
し
た
支
配
権
力
に
対
し

て
人
民
の
側
の
権
利
と
し
て
保
障
さ

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

差
別
語
に
対
す
る
私
遠
の
糾
弾
は

差
別
さ
れ
迫
害
さ
れ
て
き
た
側
が
、

差
別
と
い
う
ま
ち
が
っ
だ
表
現
行
為

に
対
す
る
抗
議
で
あ
り
、そ
れ
を
「
表

現
の
自
由
の
侵
害
」
と
す
る
の
は
全

く
の
誤
り
で
す
。

差
別
語
と
い
う
の
は
使
っ
た
も
の

に
と
っ
て
は
「
認
識
不
足
」
や
「
つ

い
う
っ
か
り
I
で
す
ま
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
達
部
落
民
に
と

っ
て
は
、
し
ぱ
し
ぱ
I・
生
死
」
に
か

か
わ
る
程
の
決
定
的
な
意
味
を
も
つ

も
の
な
の
で
す
。

(部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
j
七
七
六
九
)

掲
示
板

■
愛
の
献
血
を

十
一
月
の
献
血
日
程

十
三
日
(
木
)
東
溯
江
小
学
校

十
八
日
<
火
)
江
北
小
学
校

二
十
日
(
木
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
六
口

余
)

五
反
野
小
学
校

二
十
七
日
(
木
)
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

ニ
十
九
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
(
午
前
上

時
三
十
分
～

午
後
○
時
三
卜
分
ま
で
は
昼
食
休
憩

時
間
)
ま
で
で
す

。

■
出
張
母
親
学
級

<西
新
井
方
面
の
方
>

日
時
・
内
容

十
一
月
十
八
日
(
火
)

・・・
妊
産
婦
の
栄
昊
、
妊
娠
の
生
理

と
栄
養

十
一
月
二
十
一
日
(
金
)

・・・
産
後
の
生
活
、
家
族
計
画

時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
-一
芋
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で

場
所

区
青
年
館

<六
木
方
面
の
方
>

日
時
・
内
容

十
一
月
一
一
十
月

さ

…
妊
産
婦
の
栄
養
、
妊
娠
の
生
興

と
衛
生

ト

ー
月
ニ
ー
七
日
(
木
)

・・・
お
産
の
経
過
と
産
後
の
生
活
、

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
ま
で

場
所

六
木
団
地
集
会
所

母
暇
学
級
に
つ
い
て
心
問
い
合
わ

せ
は
・
足
立
保
健
所
保
健
指
導

係
(

兮
八
四
〇
I
乙

。四

こ

ヘ
ど
う

ぞ
・

な
お
、
当
日
は
母
子
健
康
手
恨

そ
黝
持
ら
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無

科
で
す
。

■
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

負
傷
の
予
防
・
負
傷
邨
の
保
護
に

日
時

十
一
月
十
四
日
(
金
)
午
後

六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所

区
役
所
七
階
会
議
室

定
員

五
卜
名
(
定
貝
に
な
り
次
第

締
切
り
)

対
象

ほ
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
内
容

粘
着
性
テ
ー
プ
そ
用
い
て
、

負
傷
都
位
か
固
定
し
,
負
担
を
か

け
な
い
で
運
助
を
可
能
に
す
る
こ

と

。
主
と
し
て
、
捻
径
・
腱
鞘
炎

・
肉
離
れ
・
打
撲
症
等
に
対
す
る

方
法

受
講
料
無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
叺
の
と
こ
ろ
へ
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
甌

会
体
育
振
興
係
【
〒
匸

】○
咀
立

区
千
庄
仲
町
五
八

和
光
ピ
ル

内
)

■
区
民
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
大
会

期
日

卜
一
月
三
十
日
(
日
)

集
合
場
所
・
時
間

西
武
池
袋
線

『
高
麗
』
駅
前

午
前
九
時
三
十

分
～
十
時

形
式

岡
人
、
お
よ
ひ
団
体
オ
リ
ェ

ン
テ
ー
リ
ン
グ

申
込
方
法

募
集
要
項
を
お
読
み
の

う
え
、申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
、
①
教
育
委
員
会
体

育
課

②
駒
草
山
荘
(
千
住
一
-
八

八
)

③
マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(
関
原

ニ
ー
一
六一
一
こ

に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
駒
草
山
荘
(
　
八

八
一
上
一四
九
〇
)
、
マ
ツ
ノ
ス
ポ

ー
ツ
(
を
八
八
七
-
へ
九
-
九
)
へ

ど
う
ぞ
。

■
結
婚
式
場
の

臨
時
休
館

区
青
年
館
の
結
婚
式
場
は
、
青
年

館
増
築
関
逹
工
事
の
た
め
、
次
の
期

間
休
館
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。結

婚
式
場
の
受
付
け
は
、
昭
和
五

十
一
年
三
月
分
、
四
月
分
だ
け
受
付

け
し
ま
す
か
、
三
月
・
四
月
分
以
降

の
受
付
分
に
つ
き
ま
し
て
は
,
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
c

な
お
、
青
年
館
部
門
は
、
開
館
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間

十
一
月
二
十
四
日
～
昭

和
五
十
一
年
二
月
末
日
ま
で

く
わ
し
く
は
、
区
青
年
館
(
　
八

九
〇
-
○
○
六
一
)
へ
。

■
下
水
道
工
事
の

お
知
ら
せ

上

月
中
旬
か
ら
、梅
田
二
、七
丁

目
付
近
の
下
水
道
枝
練
工
事
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

唆
エ
は
来
年
三
月
の
予
定
で
す
。

■
区
民
保
養
所
の

休
館
に
つ
い
て

ぼ
民
保
養
所「
壽
河
原
あ
だ
ち
荘
」

は
、
年
末
年
始
(
昭
和
五
十
年
十
二

月
二
十
八
日
～
昭
和
五
十
一
年
一
月

四
巳

休
館
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
分
の
申
込
受
付
は
抽

せ
ん
会
場
の
'都
合
に
よ
り
,

一
月
六

日
か
ら
行
な
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
,
区
役
所
区
民
部
管

理
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
婦
人
労
働
講
座

日
時

十
一
月
五
日
(
水
)
・
六
日
(

木
)
*
T
一
日
(
火
)
・
十
二

日
(
水
)

午
後
六
時
～
八
時

会
場

北
部
労
政
会
館
(
王
子
労
政

事
務
所
内
)

募
集
人
員
百
名

内
容

「
国
際
婦
人
年
と
婦
人
の
歩

た

「
勵
く
婦
人
の
権
利
」
ほ
か

受
講
料

無
料

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
,
都
王

子
労
政
事
務
所
教
育
係
(
北
区
岸
町

一
-
六
1
七
　

九
〇
〇
-
〇
一
一

ぢ

へ
。

■
秋
の
防
犯
運
動

に
ご
協
力
を

ト

ー
月

石

か
ら
秋
の
防
犯
運
助

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
き
巣
、
ピ

ル
荒
し
、
自
転
車
の
盗
難
が
た
い
へ

ん
多
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
,
盗
犯
に
関
す
る
連
絡
は
最

寄
り
の
警
察
署
へ
。

◎
千

住
　

八
八
一
-
匸
一
四
一

◎
西
新
井
　

八
八
六
―
一
一
四
一

◎
綾

瀬
　

六
〇
五
圭
I
I
一
六

■
囲
碁
将
棋
大
会

申
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
囲
碁
将
棋
大
会
を
開
催
し

ま
す
。積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時

十
一
月
生
(
日
召
)

午
前

九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

会
場

都
足
立
勤
労
福
祉
会
館

定
員

囲
碁
、
将
棋
と
も
各
六
十
名

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

十
-
月
十

五
日
(
土
)
ま
で
に
、
都
足
立
勤

労
福
祉
会
館
(
　

八
四
〇
-
二
五

二
五
)
へ

。

お

礼

次
の
方
か
ら
、
多
額
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
育
英
資
金
と
し
て
、
大
神
田
賢
次

さ
ん
(
足
立
二
丁
目
二
〇
-
三
)

■ 足立区から部落差別をなくしましょう　 ■ 申告所得税第2 期分・個人事業税第2 期分の納期限は12月1 日です。 N. NO215, 000


